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第５次和泉市一般廃棄物処理基本計画（素案）についてパブリックコメント　募集結果概要

１　意見等募集期間：令和３年１月６日（水）　～　令和３年２月１日（月）
２　意見等提出者数：個人２名　
３　意見等提出件数：３件

４　ご意見・ご提案の概要及び市の考え方（類似の意見があった場合は類似する意見を集約しております。）
	№
	頁
	タイトル
	ご意見・ご提案の概要
	市の考え方

	1
	34
	表2-1-23

第4次基本計画（平成28年３月策定）の施策内容、目標達成状況


	2循環型廃棄物処理システムの構築
	（1）適正なごみ排出・効率的なごみの収集・運搬②収集運搬体制の効率化及びごみ収集の質の向上
	高齢者世帯が増加している。市はごみ出し困難者救済措置に、高齢者世帯に対して「おたがいさまサポーター事業（高齢支援担当）」をしている。これは、地域のボランティアに委ねるものとなっているため、行政の支援策等を計画に加えていただきたい。
	全国的に急速な高齢化社会を迎える中、本市といたしましても高齢者世帯の生活支援は急務と認識しております。現在、ごみ出し等を自力で行うことが困難な高齢者の方々のために「おたがいさまサポーター」という支援制度があります。高齢者世帯に限らず、ごみ出し困難な世帯のごみ収集は、おうちの前まで伺えるように集積車両の進入路の確保・人員の確保が必要です。狭隘な道路整備、安否確認を含めたごみ収集など横断的な事案であることから、総合計画等に基づき、他市事例等、広く情報収集を行います。

	2
	
	
	
	
	新型コロナウィルス感染拡大防止に係る緊急事態宣言におけるごみ収集体制等について、今後このような緊急事態が発生した場合の市の講じるべき対応策は計画案に位置づけられているのか。

	新型コロナウィルス感染症拡大により令和２年４月７日に初めて緊急事態宣言が発出され、５月２１日に解除（大阪府）されたものの、また令和３年１月６日から２月７日（現在は、期間が延長されています。）に緊急事態宣言が発出されています。こうした状況の中でも、日々の廃棄物の処理は医療と同様、国民生活・国民経済の安定確保に不可欠な業務であり、感染拡大防止策を十分講じつつ、事業を継続することが求められています。環境省通知に示された「廃棄物に関する新型コロナウィルス感染症対策ガイドライン」に沿って本市事業者にも通知するとともに廃棄物の適正な処理及び処理業務の安定的な継続に努めて参ります。また、令和３年度には「災害廃棄物処理基本計画」策定に着手してまいります。

	3
	
	
	
	
	私たちの住む町では、公共下水が通っているにもかかわらず、公共下水に接続しない世帯が結構あり、夏場は臭いで窓も開けられないことがあると聞いています。

和泉市では、こういった世帯はどう考えているのか。
	公共下水道への接続は、下水道法等により義務付けられているものの、経済的な問題のほか、借地借家の関係や家屋の老朽化などの理由から未接続となっている場合があります。このことから、本市ではＳＮＳ、広報紙による啓発や戸別訪問に取り組むとともに、融資あっせん制度の利用を勧めるなど、下水道接続の促進に努めています。また、個別の苦情に対しては個々にお伺いし、対応しています。
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